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銀河における星形成の主要な舞台は巨大分子雲 (GMC) であるため, GMC進化の理解は銀河進化を理解する
上で欠かすことができない. 銀河全面のGMCを星形成の活発度に基づいて分類し, GMCの進化段階として解釈
する “Type分類”が LMCで提案されたが (Fukui et al. 1999), 局所銀河群の矮小銀河である LMCとM33に適
用例が限定されていた. 我々はType分類の普遍性の確立を目指して, 10-20 Mpcの距離の銀河への拡張を進めて
いる. 幅広い距離の銀河に Type分類を適用するため, 遠方でも明るく観測が可能なHα光度に基づいてGMCを
分類した; Type I: 星形成の兆候を示さないGMC, Type II: Hα光度 (LHα) < 1037.5 erg s−1のHii領域が付随す
るGMC, Type III: LHα > 1037.5 erg s−1のHii領域が付随するGMC. 出町他 2023年秋季年会では, この分類手
法を 10-20 Mpcの近傍銀河 4個に適用し, GMCで形成されるO型星の個数と Hα光度が対応する可能性を報告
したが, Hαの減光の効果は十分に議論されていなかった. そこで, PHANGSプロジェクトの CO, Hαで同定, 分
類されたM74のGMCと, Hαより減光が小さい JWSTの 21 µmとの比較を行い, Hα光度に基づいた分類の有
効性を検証した. その結果, 1) Type I の 35%に 21 µmが付随し, それらはType Iの中でも質量が大きいこと, 2)
21 µmで減光補正した Hα光度 (LHα,cor)と補正前の Hα光度 (LHα,obs)の比 LHα,cor/LHα,obsは, Type IIの方が
Type IIIより大きい傾向であること, 3) Hαと 21 µmの光度に正の相関があることがわかった. 講演では, これら
の結果から Type分類の有効性と, 埋もれた星形成を含めたGMC進化の描像について議論する.


